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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　潤滑組成物をドライブライン装置に供給することを含む、ドライブライン装置を潤滑す
る方法であって、
　前記ドライブライン装置が同期装置または車軸を含み、
　前記潤滑組成物が、
　　潤滑粘度の油、
　　０．０１重量％から２重量％の非ホウ素化分散剤、
　　０．１重量％から１重量％の清浄剤、ならびに
　　耐摩耗パッケージであって、
　　　（ａ）０．０５重量％から１．５重量％のヒドロキシカルボン酸の誘導体、
　　　（ｂ）０．１重量％から２．５重量％のリン酸エステルのアミン塩および
　　　（ｃ）０．０５重量％から２．０重量％の、４個以上の炭素原子を有する少なくと
も１個のヒドロカルビル基を有するホスファイト
を含む耐摩耗パッケージ
を含む方法。
【請求項２】
　前記同期装置の作動表面が、真鍮、炭素、モリブデン、フェノール樹脂もしくは焼結金
属またはそれらの混合物を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記潤滑組成物が、
　　潤滑粘度の油、
　　０．４重量％から１．２重量％の非ホウ素化分散剤、
　　０．４重量％から１．０重量％の清浄剤、ならびに
　　耐摩耗パッケージであって、
　　　（ａ）０．０５重量％から０．８重量％のヒドロキシカルボン酸の誘導体、
　　　（ｂ）０．１重量％から１重量％のリン酸エステルのアミン塩および
　　　（ｃ）０．１重量％から１．０重量％の、４個以上の炭素原子を有する少なくとも
１個のヒドロカルビル基を有するホスファイト
を含む耐摩耗パッケージ
を含む、請求項１～２のいずれかに記載の方法。
【請求項４】
　前記清浄剤が、スルホネート、フェネートまたはそれらの混合物である、請求項１～３
のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記フェネートが、アルキルフェネート、アルデヒド結合アルキルフェネート、硫化ア
ルキルフェネートまたはそれらの混合物である、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記非ホウ素化分散剤がスクシンイミド分散剤またはその混合物である、請求項１～５
のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記非ホウ素化分散剤がポリイソブチレンスクシンイミドであり、前記ポリイソブチレ
ンスクシンイミドが由来するポリイソブチレンは３５０から５０００、または５００から
３０００、または７５０から２２００、または７５０から１１５０の範囲内の数平均分子
量を有する、請求項１～６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記非ホウ素化分散剤が非ホウ素化スクシンイミドであり、前記非ホウ素化分散剤がホ
ウ素化分散剤との混合物状態である、請求項１～７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　前記非ホウ素化分散剤が、エチレンジアミン、ジエチレントリアミン、トリエチレンテ
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トラミン、テトラエチレンペンタミン、ペンタエチレンヘキサミン、ポリアミンスチルボ
トムおよびそれらの混合物からなる群から選択される脂肪族ポリアミンに由来するポリイ
ソブチレンスクシンイミドである、請求項１～８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　前記非ホウ素化分散剤が、テトラエチレンペンタミン、ペンタエチレンヘキサミン、ポ
リアミンスチルボトムおよびそれらの混合物からなる群から選択される脂肪族ポリアミン
に由来するポリイソブチレンスクシンイミドである、請求項１～９のいずれかに記載の方
法。
【請求項１１】
　前記ヒドロキシカルボン酸の誘導体が、式
【化４】

によって表され、式中、
ｎおよびｍは、独立して、１から５の整数であり；
Ｘは、脂肪族もしくは脂環式の基、または炭素鎖に酸素原子を含有する脂肪族もしくは脂
環式の基、または上記の型の置換された基であり、前記基は最大６個の炭素原子を含有し
、ｎ＋ｍ個の利用可能な結合点を有し、
各Ｙは、独立して、－Ｏ－もしくは＞ＮＲ１であるか、または２つのＹは２個のカルボニ
ル基の間で形成されるイミド構造Ｒ－Ｎ＜の窒素を一緒に表し；
各ＲおよびＲ１は、独立して、水素またはヒドロカルビル基であり、但し、少なくとも１
個のＲまたはＲ１基はヒドロカルビル基であり；各Ｒ２は、独立して、水素、ヒドロカル
ビル基またはアシル基であり、さらに、但し、少なくとも１個の－ＯＲ２基は、－Ｃ（Ｏ
）－Ｙ－Ｒ基の少なくとも１個にαまたはβであるＸ中の炭素原子に位置する、
請求項１～１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　前記ヒドロキシカルボン酸の誘導体が酒石酸の誘導体またはクエン酸の誘導体である、
請求項１～１１のいずれかに記載の方法。
【請求項１３】
　前記リン酸エステルのアミン塩が、式
【化５】

によって表され、式中、
Ｒ３およびＲ４は、独立して、水素であるか、または一般的に４から４０個、もしくは６
から３０個、もしくは６から１８個、もしくは８から１８個の炭素原子を含有するヒドロ
カルビル基（例えば炭化水素基）であり、但し、少なくとも１つはヒドロカルビル基であ
り；
Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８は、独立して、水素またはヒドロカルビル基であり、但し、
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少なくとも１つはヒドロカルビル基である、
請求項１～１２のいずれかに記載の方法。
【請求項１４】
　前記ホスファイトが、式
【化６】

によって表され、式中、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１の少なくとも２つは少なくとも４個の
炭素原子を含有するヒドロカルビル基であり、他は水素またはヒドロカルビル基である、
請求項１～１３のいずれかに記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　一実施形態では、本発明は、（ｉ）摩耗、（ｉｉ）スカッフィング、（ｉｉｉ）疲労、
（ｉｖ）リッジング、（ｖ）極圧性能、（ｖｉ）燃費／効率（一般的に燃費／効率を向上
させる）、（ｖｉｉ）酸化制御（一般的に酸化を低減または防止する）、（ｖｉｉｉ）摩
擦性能および（ｉｘ）デポジット制御の少なくとも１つの許容レベルを提供するための、
本明細書に開示される潤滑組成物の使用を提供する。
　一実施形態において、例えば、以下の項目が提供される。
（項目１）
　潤滑粘度の油、非ホウ素化分散剤、清浄剤、ならびに（ａ）ヒドロキシカルボン酸の誘
導体、（ｂ）リン酸エステルのアミン塩および（ｃ）４個以上の炭素原子を有する少なく
とも１個のヒドロカルビル基を有するホスファイトを含む耐摩耗パッケージを含む潤滑組
成物。
（項目２）
　前記清浄剤が最高２００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇ（一般的に２０から１７５、または３０から
１００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇ）のＴＢＮを有する中性清浄剤である、項目１に記載の潤滑組成
物。
（項目３）
　前記清浄剤が、２００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇを超える（一般的に２５０から６００、または
３００から５００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇ）ＴＢＮで過塩基化される、項目１に記載の潤滑組成
物。
（項目４）
　前記清浄剤が、サリキサレート、サリチレート、サリゲニン、スルホネート、フェネー
トまたはそれらの混合物である、先行するいずれかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目５）
　前記清浄剤が、サリキサレート、サリチレートまたはそれらの混合物である、先行する
いずれかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目６）
　前記清浄剤が、サリゲニン、フェネートまたはそれらの混合物である、先行するいずれ
かの項目に記載の潤滑組成物。
（項目７）
　前記清浄剤が、スルホネート、フェネートまたはそれらの混合物である、先行するいず
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れかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目８）
　前記フェネートが、アルキルフェネート、アルデヒド結合アルキルフェネート、硫化ア
ルキルフェネートまたはそれらの混合物である、項目７に記載の潤滑組成物。
（項目９）
　前記清浄剤が、アルカリ土類金属またはアルカリ金属（一般的にナトリウム、バリウム
、カルシウムまたはマグネシウム）、例えばカルシウムまたはマグネシウムを含有する、
先行するいずれかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目１０）
　前記清浄剤がホウ素化されたかホウ素化されていない、先行するいずれかの項目に記載
の潤滑組成物。
（項目１１）
　前記清浄剤が、前記潤滑組成物の０．１重量％から１重量％、または０．２重量％から
０．９重量％、または０．１重量％から０．４重量％、または０．４重量％から１．０重
量％で存在する、先行するいずれかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目１２）
　前記非ホウ素化分散剤がスクシンイミド分散剤、マンニッヒ分散剤、スクシンアミド分
散剤、ポリオレフィンコハク酸のエステル、アミドもしくはエステルアミド、またはそれ
らの混合物である、先行するいずれかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目１３）
　前記非ホウ素化分散剤がスクシンイミド分散剤またはその混合物である、先行するいず
れかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目１４）
　前記非ホウ素化分散剤がポリイソブチレンスクシンイミドであり、前記ポリイソブチレ
ンスクシンイミドが由来するポリイソブチレンは３５０から５０００、または５００から
３０００、または７５０から２２００、または７５０から１１５０の範囲内の数平均分子
量を有する、先行するいずれかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目１５）
　前記非ホウ素化分散剤が非ホウ素化スクシンイミドであり、前記非ホウ素化分散剤がホ
ウ素化分散剤（一般的にホウ素化ポリイソブチレンスクシンイミド）との混合物状態であ
る、先行するいずれかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目１６）
　前記非ホウ素化分散剤が、エチレンジアミン、ジエチレントリアミン、トリエチレンテ
トラミン、テトラエチレンペンタミン、ペンタエチレンヘキサミン、ポリアミンスチルボ
トムおよびそれらの混合物からなる群から選択される脂肪族ポリアミンに由来するポリイ
ソブチレンスクシンイミドである、先行するいずれかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目１７）
　前記非ホウ素化分散剤が、テトラエチレンペンタミン、ペンタエチレンヘキサミン、ポ
リアミンスチルボトムおよびそれらの混合物からなる群から選択される脂肪族ポリアミン
に由来するポリイソブチレンスクシンイミドである、先行するいずれかの項目に記載の潤
滑組成物。
（項目１８）
　前記分散剤が、分散剤分子の５０モル％未満に存在する炭素環式環を有するポリイソブ
チレンスクシンイミドである、先行するいずれかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目１９）
　前記分散剤が、分散剤分子の５０モル％以上に存在する炭素環式環を有するポリイソブ
チレンスクシンイミドである、先行するいずれかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目２０）
　前記非ホウ素化分散剤が、前記潤滑組成物の０．０１重量％から２重量％、または０．
０２５重量％から１．５重量％、または０．０２５重量％から０．４重量％、または０．
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４重量％から１．２重量％で存在する、先行するいずれかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目２１）
　前記ヒドロキシカルボン酸の誘導体が、式
【化４】

によって表され、式中、
ｎおよびｍは、独立して、１から５の整数であり；
Ｘは、脂肪族もしくは脂環式の基、または炭素鎖に酸素原子を含有する脂肪族もしくは脂
環式の基、または上記の型の置換基であり、前記基は最大６個の炭素原子を含有し、ｎ＋
ｍ個の利用可能な結合点を有し、
各Ｙは、独立して、－Ｏ－もしくは＞ＮＲ１であるか、または２つのＹは２個のカルボニ
ル基の間で形成されるイミド構造Ｒ－Ｎ＜の窒素を一緒に表し；
各ＲおよびＲ１は、独立して、水素またはヒドロカルビル基であり、但し、少なくとも１
個のＲまたはＲ１基はヒドロカルビル基であり；各Ｒ２は、独立して、水素、ヒドロカル
ビル基またはアシル基であり、さらに、但し、少なくとも１個の－ＯＲ２基は、－Ｃ（Ｏ
）－Ｙ－Ｒ基の少なくとも１個にαまたはβであるＸ中の炭素原子に位置する、
先行するいずれかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目２２）
　前記ヒドロキシカルボン酸の誘導体が酒石酸の誘導体またはクエン酸の誘導体である、
先行するいずれかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目２３）
　前記ヒドロキシカルボン酸の誘導体が、前記潤滑組成物の０．０５重量％から１．５重
量％、または０．０５重量％から１重量％、または０．０５重量％から０．８重量％で存
在する、先行するいずれかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目２４）
　前記リン酸エステルのアミン塩が、式

【化５】

によって表され、式中、
Ｒ３およびＲ４は、独立して、水素であるか、または一般的に４から４０個、もしくは６
から３０個、もしくは６から１８個、もしくは８から１８個の炭素原子を含有するヒドロ
カルビル基（例えば炭化水素基）であり、但し、少なくとも１つはヒドロカルビル基であ
り；
Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８は、独立して、水素またはヒドロカルビル基であり、但し、
少なくとも１つはヒドロカルビル基である、
先行するいずれかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目２５）
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　前記リン酸エステルのアミン塩が、前記潤滑組成物の０．１重量％から２．５重量％、
または０．１重量％から１．５重量％、または１重量％から２重量％、または０．１重量
％から１重量％で存在する、先行するいずれかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目２６）
　前記ホスファイトが、４個以上、８個以上または１２個以上の炭素原子を有する少なく
とも１個のヒドロカルビル基を有する、先行するいずれかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目２７）
　前記ホスファイトが、モノヒドロカルビル置換ホスファイト、ジヒドロカルビル置換ホ
スファイトまたはトリヒドロカルビル置換ホスファイトである、先行するいずれかの項目
に記載の潤滑組成物。
（項目２８）
　前記ホスファイトが、式
【化６】

によって表され、式中、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１の少なくとも２つは少なくとも４個の
炭素原子を含有するヒドロカルビル基であり、他は水素またはヒドロカルビル基である、
先行するいずれかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目２９）
　前記ホスファイト化合物が、前記潤滑組成物の０．０５重量％から２．０重量％、また
は０．０５重量％から１．５重量％、または０．１重量％から１．０重量％で存在する、
先行するいずれかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目３０）
　リン総含有量が、前記潤滑組成物の０．０２から０．２重量％、または０．０４から０
．１８重量％、または０．０４から０．１重量％、または０．０８から０．１８重量％で
ある、先行するいずれかの項目に記載の潤滑組成物。
（項目３１）
　項目１～３０のいずれかに記載の潤滑組成物をドライブライン装置に供給することを含
む、ドライブライン装置を潤滑する方法。
（項目３２）
　前記ドライブライン装置が同期装置を含む、項目３１に記載の方法。
（項目３３）
　前記ドライブライン装置が車軸を含む、項目３１に記載の方法。
（項目３４）
　前記同期装置の作動表面が、真鍮、炭素、モリブデン、フェノール樹脂もしくは焼結金
属（一般的にブロンズ）またはそれらの混合物を含む、項目３３に記載の方法。
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